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	Q30 あなたが物流・ロジスティクス分野での生産性の向上を図るうえで抱えている問題点、ご関心のあるテーマや取組、ご意見やお気付きの点などがあれば、簡単で結構ですので、ご記入ください。
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	Q3 年齢層について、選択してください。
	Q4 業種区分について、複数に該当するときは代表的なもの1つを選択してください。
	Q5 JILS会員の種別について、選択してください。
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	Q26 IoTが進む中で、現在のままの形で使われ続ける可能性のあるもの（例えば、紙伝票など）もあり、多くの伝票はサイズやデータレイアウトが異なったりしています。今後、複数荷主の間で「統一伝票《を作成し、利用することで、運送事業者等の作業効率の向上につながっていくと思いますか。
	Q27 今後、IoTにより、サプライチェーン上の諸活動が「見える化《していくことにより、在庫管理、ロケーション管理、人員計画、配車計画といった現場の作業が最適化されると思いますか。
	Q28 日本国内では輸送容器（例えば、パレットなど）の多くの資材が標準化されているとはいえない状態です。今後、IoTの進展に伴って、標準化が進められていない資材等のハードウェアがボトルネックになると思いますか。
	Q29 今後、伝票の電子情報化が進むと思いますか。
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	Q31 行政では、自動走行やドローンなど、情報通信技術を用いた様々なハードウェアに関する取組みへの支援が行われています。今後、情報化を活用した物流・ロジスティクスを推進するうえで、行政によるハードインフラの整備に期待しますか。
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